
 

 

  

たき火 
タバコによる 

火災を 
ゼロにする 

令和５年 

松本広域消防局管内では 

137 件の火災が発生しました!! 
* 

令和５年の主な火災原因は 

たき火によるもの ２７件 

火入れによるもの １９件 

たばこによるもの   ８件 

考えてみてください。 

人が、自ら火をつけたことで 

３割以上の火災が発生しています。 

あなたがつけた火に最後まで 

責任を持って たき火など 

をする場合の注意事項 

▶ たき火などの前に消防署に連絡 

▶ その場を離れない（離れるなら消火） 

▶ 消火用具を準備（水の入ったバケツなど） 

▶ 風が吹き出したら、ただちに中止 

▶ 火が燃え移りやすい服はさける 

▶ 燃えやすいものが近くにないか注意 

▶ たき火を消火する時には、十分に水をかけ、灰の中に残る火種に注意 

▶ 火事になりそうなときは、直ぐに 119 番通報（携帯電話を持って） 
 

毎日の「火の用心」に感謝 

 

「たき火をしない」ことも、火災ゼロへの対策です。地区で決められたゴミステーションに出すことも、検討してみてくだ

さい。タバコは、指定の喫煙場所で、吸い殻は灰皿に。一人ひとりの工夫やマナーで、大切なものが守れます。 

ぜひ、ご協力とご理解を。プラスチックやゴミなどの廃棄物を焼却することは、法律により原則禁止されています。 

 
お気軽に、山辺の消防署にお電話ください。 

Tel.0263-35-8185 
■受付時間／毎日 6：00〜20：00 お急ぎの場合は、いつでもどうぞ 

shobo_yamabe@m-kouiki.or.jp 検索 本郷消防署山辺出張所

本郷消防署 山辺出張所 
〒390-0299 長野県松本市里山辺 1434-1 

本郷消防署山辺出張所からのお願いです。 

 



 

 

 

から大切な     を守るために 

  

大規模な地震が発生した場合、消防などによる救急や救助活動が困難となります。 

まずは、あなたと家族の安全を最優先し、地域の皆さんと声をかけあい、 

お互いに助け合うことが大切です。 

 

地震への備えポイント１０ 
‣大型の家具は倒れないように固定する 

‣家族と集合場所や連絡方法を決める 

‣避難場所を事前に把握する 

‣非常食を最低３日分用意する≪甘いものや好物も≫ 

‣水の準備（１人１日３ℓ以上）≪500㎖が衛生的≫ 

‣非常持ち出し袋を用意する 

‣地域の危険個所を把握する 

    ‣防寒着、カイロなどの防寒対策の準備 

    ‣カセットコンロなどの準備 

    ‣火災に備えて消火器の準備 

 

 

 
 

地震から命を守る行動ポイント１０ 
‣姿勢を低くして、頭を守りテーブルの下にもぐる 

‣タンスや食器棚などの大型家具から離れる 

‣戸やドアを開けて逃げ道を確保する 

‣揺れがおさまればすぐに火の始末 

‣エレベーターは使わない 

‣靴を履いて避難する 

‣ブロック塀や石塀、建物などから離れる 

‣車を運転中は左側に停車してエンジンを切る 

‣電車やバスに乗っている時は、乗務員の指示に従う 

‣近隣者と協力して救出、救護活動をおこなう 

 

非常持ち出し袋（参考例） 

水・食品・衣類・現金・救急用品・マスク・薬・ラジ

オ・歯ブラシ・軍手・携帯トイレ・ホッカイロ・ライ

ター・ロウソク・懐中電灯・モバイルバッテリー・

乾電池・防寒具・ティッシュペーパー・  タオル・

生理用品・おむつなど 

　　　それぞれの事情に合わせて
　　　　　　　用意しておきたいもの

≪女性≫化粧品・生理用品など

≪乳幼児連れ≫液体ミルク（すぐに飲ませること
ができる）・哺乳瓶・紙コップ（哺乳瓶の代わり
になる）・授乳ケープ・離乳食・おむつ・おしり
ふき・おもちゃ・バスタオルなど

≪高齢者≫高齢者用食品・入れ歯洗浄剤・成人用
おむつ・老眼鏡・補聴器の電池・キャリーバッ
グ・買い物カートなど


